
可塑境界研究

　近代建築とは異なるアプローチ、つまり、近代建築とは異なる設計の方法を模索したいと考えた。現代建築を

再考する為に、近代、またさらにそれ以前の建築について遡ったうえで、近代建築を再考する必要があると考え、

それらを概観することから始めている。そして、最終的にはハンス・シャロウンの作品の分析を行い、シャロウ

ンの建築の平面をダイアグラム化することでその空間を分析している。

＜可塑境界＞

　ローマのサン・カルロ・アッレ・クァトロ・フォンターネ聖堂は、バロックを代表する建築であるが、この建

築は、外部からえぐられたように外壁が凹み、外部空間を囲うような外形をもっていると同時に、内部は楕円形

の集中式平面の空間をもっている。この特徴的な壁のプランは、外部の空間と内部の空間の残余として自然に生

まれているように見える。本研究のタイトルである「可塑境界」とは、サン・カルロ聖堂のように、空間と空間

との残余として立ち現れる空間的ボリュームをもった「境界」のことを指している。

＜ＣＩＡＭ創立会議とフーゴー・ヘーリング＞

　1928年から1953年まで9回にわたって世界各国から建築家を集めて開催されたＣＩＡＭは、文字通り近代建

築のその後の動向を決定づけるものであった。フーゴー・ヘーリングはル・コルビュジェらと同時代を生きた建

築家であり、コルビュジェと共にＣＩＡＭの創立会議の席にいた。

　ヘーリングの理論は、「オルガン」つまり「器官」というキーワードで建築理論を展開していくもので、空間

を人間の活動を包む固有な形態として捉え、それらが組み合わさったものとして建築を考えようとする態度であ

った。それは、コルビュジェの幾何学によって空間を分割していく理論と対照的な、加算的な設計手法であったと

言える。そして、コルビュジェとの論争の末、ヘーリングはＣＩＡＭを脱退することになる。

　ここに近代建築の分岐点があったのではないかと考える。近代建築運動をつくっていたＣＩＡＭを中心とした

運動とは別の、もう一つの可能性として、ヘーリング、そしてヘーリングと共にドイツから亡命せずに国内にと

どまり、彼の理論を共有していた友人でもあるハンス・シャロウンを取り上げることにより、近代建築とは異な

るアプローチを模索する。

＜ゴシックと近代‐皮膜＞

　近代建築を鉄とコンクリートという材料による建築技術の結果として語るならば、近代建築はゴシック建築を

新たな材料によって発展させたものであると言える。ゴシック建築と近代建築の共通点を一言で言うならば、

「皮膜」によって包まれた空間を志向しているということである。

　ゴシック建築は、厚く重い壁を飛梁によってステンドグラスの皮膜と化す、内部空間と外部空間という対立関

係を希薄にしてゆく試みであった。つまり、近代建築へとつながるような無限定な空間の獲得を志向していた。

一方で、後期ロマネスクとしてのバロックとは、ゴシックとの比較で言えば、内部空間と外部空間という対立に

再び立ち戻ることであったと言える。

＜バロックとハンス・シャロウン＞ 

　中世と近代における近代的なものに対する対立項を探すことで導かれたバロックとシャロウンという二つの空間を、関連させて考えることで、近代建築とは異なる方法論が見い出せるのではないかという仮説の

もとに、分析を行った。具体的には、シャロウンの建築をバロックに見られる可塑境界という概念を導入することで読み解いていく。

　ルネサンスの正円を楕円に歪めたバロックは、建築の内部空間に楕円を導入し、歪めていくばかりでなく、建築の外形も歪んだものへとなっていく。それは、外部空間を建築の外形を歪めることで創り出す、外

部空間に設定された円や楕円で建築を削り取っていくという操作である。逆に言えば、建築の外形によって外部空間を包み込んでいくことである。バロック建築に於いて、「壁」は外部に面する表面と内部に面す

る表面という二つの表面として捉えられ、壁というマスは異なる二つの次元で操作されている。バロック建築とは「2つの表面をもつ可塑的な塊」つまり、本研究でいうところの「可塑境界」の内外からの操作と

見ることが出来る。ところで、ヘーリング／シャロウンの空間を固有な形態として捉える思想は、複数の空間が接する際に自然と残余を生じることになる。そのような空間の残余に着目してシャロウンの空間を見

ていくと、その残余部分に操作が加えられていることに気付く。その操作は、空間の境界を空間的なボリュームとして操作する、可塑境界の操作と言えるものであった。

　シャロウンの空間、特にベルリン・フィルなどの戦後のプロジェクトは図面からは空間を読み解くことが困難なほど複雑なものになっている。シャロウンの空間を分析するにあたり、インターナショナルスタイ

ルから離れた後の、そして戦後の数々のプロジェクトへの足掛かりになっていると考えられるナチ政権下における住宅作品を中心に、特徴的な7つの住宅を取り上げた。規模の小さい住宅作品をダイアグラム化す

ることで、シャロウンの建築におけるプライマリーな空間の型を抽出できると考えた。

　分析の方法は、まず、平面図から軸線とそれに沿った矩形を抽出し、それらの矩形が接する部分、重複する部分を可塑境界として読み取っていく。分析は、シャロウンの平面図をダイアグラム化することにより

行い、分析結果として７つのダイアグラムを作成した。この分析は、シャロウンの空間に於いて可塑境界が空間同士の関係性をつくり、空間同士の連続・重複・分化等を生んでいることを読み取る作業であった。

　また、作成した７つのダイアグラムを合成して住宅を設計し、本研究が新たな建築の方法論として展開できる可能性を示した。

Ⅰ CIAMとフーゴー・ヘーリング

ＣＩＡＭ創立会議

※インターナショナル・スタイル

「インターナショナル・スタイル」は、1932年にニューヨーク近

代美術館で開催された「モダン・アーキテクチャー」展を契機に

してヘンリー＝ラッセル・ヒッチコックとフィリップ・ジョンソ

ンによって造られた造語である。

ル・ランシ－のノートルダム　

オーギュスト・ペレ　1923

朝日新聞山形ビル　妹島和世　2003

サヴォア邸　ル・コルビュジェ　1929

マンハッタンを覆うドーム　バックミンスター・フラー

※バロック

バロックの語源はポルトガル語のBarocco（歪んだ真珠）といわ
れ、元々は一部に見られるグロテスクなまでに装飾過剰で大仰な
建築に対する蔑称であったが、のちに広く17-18世紀の美術・建
築（後期ルネサンス）に見られる傾向を指す様式概念として用い
られるようになった。

サン・カルロ・アッレ・クァトロ・フォンターネ聖堂　ボッロミーニ

Ⅱ　近代

■　ゴシックと近代　＜皮膜＞

Ⅲ　オルタナティブ・モダン

■　ルネサンスからバロックへ　＜二つの表面＞

ピアッツァ・サン・イグナチオ　Paolo Portghesi  "Roma Barocca"

梅林の家　妹島和世

サント・シャペル

フーゴー・ヘーリングによる住宅プラン

ヴァイセンホフ・ジードルンク　住宅プロトタイプ　外観

ヴァイセンホフ・ジードルンク　住宅プロトタイプ　内観

ブレスローのアパートメント　ハンス・シャロウン

ブレスローのアパートメント　配置図

ブレスローのアパートメント　平面図

学校の教室と外部空間の関係を示すダイアグラム

モール ハウス　庭からの眺め

モール ハウス　内部から庭を見る

モルマンハウス　ハンス・シャロウン

サント・スピリト聖堂　ブルネレスキ　1430～61

捨子保育院　ブルネレスキ　1421～45

＜ルネサンス＞
フィレンツェ大聖堂　ブルネレスキ　1420～36

＜バロック＞
サン・カルロ・アッレ・クァトロ・フォンターネ聖堂
ボッロミーニ　1638起工

＜ロマネスク＞
マリア・ラーハ　コブレンツ近郊　1093頃

　「インターナショナル・スタイル」等によって特徴づけられる「モダニズム」の中心

を担う建築家としては、ル・コルビュジェとミース・ファン・デル・ローエが双璧をな

すと考えられるが、２人のうち、建築理論を掲げて自ら「モダニズム」を推し進めてい

ったという点では、コルビュジェを中心人物と考えて差し支えなかろう。「インターナ

ショナル・スタイル」は、1932年にニューヨーク近代美術館で開催された「モダン・ア

ーキテクチャー」展を契機にしてヘンリー＝ラッセル・ヒッチコックとフィリップ・ジ

ョンソンによって造られた造語である。「モダン・アーキテクチャー」展には、コルビ

ュジェ、ミース共に出品しているが、展覧会カタログはコルビュジエの主著「建築をめ

ざして」に準拠しており、コルビュジェが中心に据えられている。コルビュジェは「ド

ミノ住宅」「新しい建築の五原則」等の新しい建築の姿を打ち出し、「輝く都市」「建

築をめざして」など数多くの著作によってモダニズムを牽引していったと言えるわけだ

が、コルビュジェの成功を決定づけたのはＣＩＡＭ（近代建築国際会議）であったので

はないか。世界各国から建築家を集めて開催されたこの会議は、文字通り近代建築のそ

の後の動向を決定づけるものであった。コルビュジェはＣＩＡＭでアテネ憲章等を発表

し、その後の建築・都市の動向に大きく影響を与えている。

　ル・コルビュジェとフーゴー・ヘーリングは同時代を生きた建築（理論）家である。

「有機的建築」を主張するヘーリングは、コルビュジェと共にＣＩＡＭの創立会議の席

にいた。コルビュジェの理論は（特に建築形態で言えば）、「機能形態と純粋な幾何学

的形態をもつ建築」であり、「合理主義」と呼ばれた。それに対し、ヘーリングの理論

は「有機的建築」?事物に外側から形態を与えるのではなく、「計画概念」の有機的形

態の発見に努める?というもので、「機能主義」と呼ばれた。

　コルビュジェが主導していたＣＩＡＭにおいて、ヘーリングはコルビュジェと対立し

、結果、敗北することになる。そして、ＣＩＡＭの、つまりコルビュジェの非常に単純

で教条的でもある理論は広く流布し、「モダニズム」という建築思潮を確立してゆく。

ここに、モダニズムの分岐点があったのではないか。ヘーリングの理論はコルビュジェ

の理論のように明快ではなく、曖昧であり、コルビュジェの理論が多くの建築家の支持

を得たことは、なんら不思議なことではなかった。そうしてヘーリングはドイツ表現主

義時代の建築家として忘れられていった。しかし、モダニズムを経験し終わった現在に

あっては、コルビュジェによるモダニズムのオルタナティブとしてヘーリングの理論を

再評価することは意義があるだろう。

　ギーディオンは「空間時間建築」のなかで、合理的なものと非合理的なものについて

以下のように述べている。

《歴史の中に、際立った二つの傾向が存続している。その一つは合理的なものとか幾何

学的なものへ向かうものであり、他の一つは非合理的なものとか有機的なものへ向かう

傾向である。（?中略?）あらゆる文明の中に、その当初から最近にいたるまで、はっき

り認められるのである。》

　このギーディオンの記述は、合理的／非合理的という構図が本質的なものであること

を指摘するものであるが、同時に、いつの時代も何度も議論されてきた主題であること

を示している。事実、ヘーリングの理論はハンス・シャロウンの第二次世界大戦後の活

躍によって再び目を向けられる機会があった。しかし、今だ本質的な再評価はなされて

いないと考える。第二次世界大戦後は経済成長の最中であり、非合理的な要素を含むも

のは実際には求められていなかったからである。モダニズム、つまり経済成長を経験し

終わった現在にこそ、ヘーリング／モダニズムのオルタナティブを模索することの意義

があると思われる。

　近代建築を鉄とコンクリートという材料による建築技術の結果として語るならば、近

代建築はゴシック建築を新たな材料によって発展させたものであると言えよう。実際に

、鉄とガラスによるクリスタル・パレスの設計者，ジョゼフ・パクストンも、鉄筋コン

クリートを建築に用いたオーギュスト・ペレも技術者であった。

　ゴシック建築は尖頭アーチ、リブ・ヴォールト、飛梁（フライング・バットレス）が

特徴であるが、ゴシック建築における壁は、飛梁が推力を負担することによって、非常

に大きな開口部（ステンドグラス）をもつ軽やかなものとなる。ゴシック建築において

、壁は構造的なものではなく、内外を区別する１枚の皮膜として扱われている。パリの

サント・シャペルは皮膜と呼ぶにふさわしいステンドグラスの膜で覆われた空間である

。ステンドグラスによる皮膜は、光によって満たされた空気のボリューム（内部空間）

を包み込んでいる。ゴシック建築が壁と構造を分離したことによって、「壁」は「皮膜

」という概念へと変化する。

　コルビュジェが発表した「ドミノ住宅」は、柱とスラブによる建築、つまり壁の無い

建築のつくり方を提示した。「壁が無い」つまり、柱によって屋根を支え、（構造を負

担しない）皮膜によって内部空間を包むという構成は、オーギュスト・ペレのル・ラン

シーの教会において既にほぼ完璧な状態で実現されている。鉄筋コンクリート造のその

教会は、細い円柱によって屋根を支えるといういわゆる「ドミノ・システム」で、外皮

はガラス（ステンドグラス）である。教会の東端の鉄筋コンクリートの細い円筒を束ね

たような尖塔は、いかにも擬ゴシックのような外観であり、ゴシック建築を鉄筋コンク

リートによって発展させたものであると標榜しているかのようである。

　「皮膜」がモダニズムの中心的な概念であることは、前述した「インターナショナル

・スタイル」からも読み取れる。「インターナショナル・スタイル」は次のような三原

則によって定義されている。

　1、ボリュームを包み境界づける軽快で平坦な表面

　2、規則的リズムをもつ構成

　3、無装飾

第１の原則から読み取れる概念は「皮膜」である。第１の原則は、幾何学的で純粋な直

方体のイメージを想定していると考えられるが、それを最も純粋に体現しているのはコ

ルビュジェのサヴォア邸であろう。「ドミノ」によって平面は自由に分割され、また自

由な形態のボリュームが平面上に置かれる。それら内部空間を一様な外壁によって覆う

ことで、完結した直方体となる。柱芯は外壁の芯とはずらされ、柱型が内側に突出して

おり、まさに外壁は構造から分離した皮膜となることが意図されている。

　皮膜による幾何学的な立体という建築思潮はその後も、そして現在に至るまで、様々

な作家によって追及され続けている。インターナショナル・スタイルの掲げる「ボリュ

ームを包み境界づける軽快で平坦な表面」という目標は、皮膜の厚み・細部の消去を目

指しているが、妹島和世による朝日新聞山形ビル（2003年）は開口・壁という区別のな

いシームレスな厚みの無い面としての皮膜がＨ鋼の外側に貼り付けられることによって

、細部のない抽象的な幾何学立体となっている。

　皮膜という概念は、最終的には構造等の概念を切り離す。壁を構造と皮膜とに分離す

ることで、「自由さ」を獲得しようとした皮膜は、皮膜の性能が上がる（厚みのない、

合理的な手法になる）につれ、いかに空間を切り分け「遮断」していくかという目的を

もつようになる。妹島和世による梅林の家は、得しようとした皮膜は、皮膜の性能が上

がる（厚みのない、合理的な手法になる）につれ、いかに空間を切り分け「遮断」して

いくかという目的をもつようになる。妹島和世による梅林の家は、皮膜という概念を追

求した一つの到達点である。薄い鉄板とガラスによって出来たその建築には、構造／皮

膜という区別は無く、全てが皮膜によって構成されている。内部空間は外部空間から薄

い皮膜１枚で遮断されており、その境界は非常に明瞭に、強く現れる。部屋と部屋を仕

切る薄い皮膜はその断絶・差異を強調する。「自由な」皮膜が最終的に目的にするもの

は、「遮断する」ということである。

　ゴシック建築は、厚く重い壁を飛梁によってステンドグラスの皮膜と化す、つまり内

部空間と外部空間という対立関係を希薄にしてゆく試みであった。つまり近代建築へと

つながるような超越性・無限定な空間の獲得を志向していた。しかし、その延長として

のモダニズムの皮膜は最終的には空間を遮断することを志向することになるのは前述し

た通りである。

　15世紀に入ると、ローマなどの古典を再発見するルネサンス（再生）という動きが生

まれる。古典に見られる完結したプロポーションを数学的な図法によって再生してゆく

動きであるが、ゴシックとの比較で言えば、造形性を内部空間と外部空間という対立に

再び立ち戻ることによって追求することであった。

　ルネサンス建築の特徴を一言で言えば、明快な形をもち、空間の単位や構成を幾何学

的に読み取れることである。ブルネレスキの建築には、キューブなどの立体が単位空間

として設定されているのを読み取ることが出来る。フィレンツェの捨子保育院の正面の

ポルティコは、円柱の高さ・柱間・ポルティコの幅が1：1：1となっており、キューブ

を内包した列柱の上にアーチが連続するというファサードとなっている。つまり、この

ことは三次元のボリュームとしての「空間」という概念が意識されているということに

他ならない。また、ブルネレスキの建築では、ファサードのデザインがほとんどなされ

ていないことも興味深い。ブルネレスキによるフィレンツェのサント・スピリト聖堂は

、半円状のニッチがファサードを含めた全ての面で等質に並べられる計画であり、非常

に抽象的な空間が志向されていることが分かる。つまり、ファサードという概念すら捨

て去り、内部の抽象的な空間のシステムがそのまま外観として現れることを意図してい

るわけである。

　ルネサンス建築は古典的なプロポーションによる数学的・抽象的な空間を完璧なまで

に実現した。ルネサンス後期はバロックと呼ばれ、一般的には、ルネサンスという「古

典の再生」に対して楕円などを用いた古典的なものからの逸脱・ダイナミックな表現な

どと捉えられているが、ルネサンス建築が志向した三次元のボリュームとしての「空間

」という概念の延長上にあると考えられる。バロック建築における「空間」は、ルネサ

ンスにおける幾何学的な透明で均質な空間ではなく、より具体的な「量塊としての空間

」を志向しているように思われる。

　ルネサンスを崩していくという意味においてバロックを開いた人間はミケランジェロ

である。カンピドリオ広場の楕円の空間はバロックの最初期の事例と考えられる。ブラ

マンテによるテンピエットの円形がルネサンスの理想を体現していたとすれば、楕円の

運動性によってルネサンスを崩していったわけである。

　ルネサンスの正円を楕円という歪んだ形にすることで幕を開けたバロックは、建築の

内部空間に楕円を導入し、歪めていくばかりでなく、建築の外形も歪んだものへとなっ

ていく。それは、内部空間のみならず、外部空間を建築の外形を歪めることで創り出す

ことであった。外部空間に設定された円や楕円で建築を削り取っていくのである。逆に

言えば、建築の外形によって外部空間を包み込んでいく。

　中世以前の建築では、内部のアプスが外部では凸面となる、というように外壁に凸部

があることはあっても凹部は見受けられない。内部空間の反転されたものがそのまま建

築の外形として現れているわけである。ロマネスク期のマリア・ラーハ，ルネサンス期

のフィレンツェ大聖堂はともに内部空間がそのまま外部へ凸型に飛び出し、建築の外形

となっている。それに対し、バロック期のサン・カルロ・アッレ・クァトロ・フォンタ

ーネ聖堂は内部空間の形とは異なる建築の外形が外部空間を創り出している。他の様式

と比較して分かることは、バロック建築の波打つ壁面で特筆すべきは、凸面ではなく、

凹面であるということである。凹型の曲面が壁の外側に用いられていると、建築の形態

を独立したものと見れば、それはあたかもその部分だけくり抜かれた不完全なもののよ

うにに見えるが、これは外部空間の存在によってはじめて補完されるのである。一見す

ると不完全に見えるバロック建築の形態は、外部空間と内部空間という二つの空間をポ

ジとみたときのネガとして現れている。つまり、バロック建築は、外部空間を創り出す

ための建築の「外形」と、内部空間を創り出すための、内部空間を包み込む表面として

の「内形」の２つの空間の輪郭から成る。その２つの輪郭の間が壁となり、形態として

現れているのである。

　外部空間の輪郭＝＜外形＞、内部空間の輪郭＝＜内形＞という二つの次元で建築を考

えるのであれば、外形と内形は異なる形をもつ。つまり、外形と内形はズレを生じる。

このことがバロック建築の特質である。「壁」を外部に面する表面と内部に面する表面

という二つの表面として捉え、壁という量塊を二つの次元で操作する。バロック建築と

は「2つの表面をもつ可塑的な量塊」の内外からの操作であった。しかし、このことは

バロック建築に限らずとも、空間を外部空間と内部空間という二つの異なる言葉として

捉えるならば、その二つの空間は異なるものなのであるから、外形と内形にズレが生ま

れることは当然のことであるように思われる。一方が他方を規定するような、言い換え

れば外形／内形を図／地の関係にある反転可能なものとして捉えることの方が不自然な

ことであるように思われるのである。

■　フーゴー・ヘーリングとハンス・シャロウン　＜器官＞

　フーゴー・ヘーリング（1882　1920年代、ドイツには「11月グループ」、「芸術家労働会議」、「ツェナー・リング」、「デア

・リング」等の様々グループが近代建築運動を盛り上げていた。ヘーリングは、「芸術家労働会議」の解散後、結成された「ツェ

ナー・リング」に参加し、このグループにはヘーリングの他に、オットー・バルトニソグ，ルードヴィッヒ・ヒルバーザイマー，

エーリッヒ・メンデルゾーン，ルードヴィッヒ・ミース・ファン・デル・ローエ，ブルーノ・タウト，マックス・タウトらが参加

していた。この「ツェナー・リング」は次第に大きくなり、1926年に「デア・リング」となる。へ　第一次世界大戦後の戦前を上

回る経済の発展において、社会は早急な建設を要求していた。労働者の住宅など大量の建設が要求されていたのである。コルビュ

ジェのいう「幾何学」とは、大きくは、大量生産という要求に対する規格化・標準化を目指す流れの中にあったといえるだろう。

建築を箱としてつくり、その内部を自由に間仕切る＜外から内へ＞の方法は、規格化・標準化を可能にする。それに対しヘーリン

グの「有機的機能主義」とは、＜内より外へ＞の方法論であった。ヘーリングは「フォルムへの道程」で次のように述べている。

《物を探究し、それをその固有な形態へと発展させよう。物にあるフォルムを与えること、それを外部から規定すること、なんら

かの引きだされた法則性をそれらにあてはめようとすることと、無理じいをすること、これらは我々の任ではない。》

《我々は我々の個性を形態化することではなく、物の個別性を形態化しなければならない。その表現は物それ自体と一致するもの

でありたい。》

それはつまり、機能から《形態を見い出す》ことであった。

　ハンス・シャロウン（1893　ブレスロー芸術アカデミーで教鞭をとり、1926年に発足した「デア・リング」にも同年から参加す

るなど、若くから精力的に活動していた。1920年代の初めは、全てが曲線でできた平面のプロジェクトが多く、表現主義的な曲線

を追求していたが、20年代後半になると白い表面の「インターナショナル・スタイル」へ傾倒していく。シャロウンが広く評価さ

れるようになるのは1927年のシュツットガルトにおけるヴァイセンホフ・ジードルンクにおいてである。ヴァイセンホフ・ジード

ルンクはミースの指揮のもとに行われた展覧会で、ヨーロッパの前衛的合理主義覧会で、ヨーロッパの前衛的合理主義者のショー

ケースのような展覧会であった。ドイツからは、フーゴー・ヘーリングとエーリヒ・メンデルスゾーン以外の「デア・リング」の

メンバーを中心とした主要な建築家が住宅を設計している。ヘーリングはミースと論争し初期の段階で離脱、メンデルスゾーンは

呼ばれていない。この2人が参加していないことからも分かるように、ヴァイセンホフ・ジードルンクは「インターナショナル・ス

タイル」の展覧会であり、シャロウンがヴァイセンホフ・ジードルンクに参加して評価を得ているということは、当時シャロウン

は「インターナショナル・スタイル」に傾倒し、合理主義的な建築を目指していたということを示している。ヴァイセンホフ・ジ

ードルンクでシャロウンが設計した建物は、長方形の二つの隅を円弧で丸めた図形の内部を直交座標で分割した平面を持った幾何

学的な立体である。建物は白い表面で、水平窓が開いている。この時期のシャロウンの建築が、インターナショナル・スタイルに

傾倒していることは確かであり、開放的な垂直面で構成された水平方向に連続する空間 ＜floating space＞ である。しかし内部

を見てまず気付くのは天井面の操作である。ミースを始め他の建築家は床面・天井面を居間，食堂，テラスと異なる領域にまたが

って同一の素材を使って＜floating space＞ を強調したのに対し、シャロウンは天井面を塗り分けることによって個々の領域に異

なる性格を与えようとしている。また、床についても円弧状の居間の空間は食堂よりも数段のステップを上がったレベルにあり、

領域を分けようという意識が見て取れる。白い表面をもった幾何学的なボリュームは他のインターナショナル・スタイルの建築家

と同様のものであるが、異なる領域を生み出そうという意識はこの時期既に他の同時代の建築家と異なるものであったと言える。

　後年のシャロウンの建築に特徴的な、幾重にも重なる異なる軸を使った計画手法が初めて明確に現れるのは、1929年のブレスロ

ーの展覧会の為に設計したアパートメントである。敷地の対角線となる南北軸に直交する軸を持つボリュームを中央に置き、それ

とそれぞれ異なる軸をもった住戸ウイングが中央のボリュームから伸びている。つまり三つの異なる軸によって構成されている。

このボリューム配置によって北側と南側に建物に囲われた庭を生み出している。建物は白い表面を持ち、住戸ウイングはそれぞれ

の軸の直交座標系で分割されており、インターナショナル・スタイルの建築と呼べるものであるが、他のインターナショナル・ス

タイルの建築と異なる点は、ボリュームの配置によって敷地内に庭を創り出すというサイトスペシフィックともいえる操作をして

いることである。また、このことはシャロウンが建築を設計することは内部のスペースをつくると同時に外部のスペースをつくる

ことだと意識していたことを示している。

　 フローティング・スペースと異なる複数の軸による設計が昇華したとも言える作品が1933年のシュミンケ邸である。南側で接道

し、北東の方向に眺望のある敷地において、シャロウンは、道路と平行な東西軸と北東の眺望への軸という二つの軸を設定した。

北東の外部空間を最大限利用する為、建物を南側に配置し、東西軸の基本ボリュームの両端から北東方向の軸をもったボリューム

が伸びている。基本的なボリュームの構成はブレスローのアパートメントと同じであるが、ブレスローのアパートメントがプライ

マリーなボリューム構成をしていたのに対し、シュミンケ邸は軸のズレを利用してフローティング・スペースの中にニッチ状の小

領域をいくつも生み出している。このことは、合理的な均質空間を志向する「合理主義」とは異なり、機能‐様々な行為に対して

それに適した空間の形状を与えていくという「機能主義」を志向していくということに他ならない。そしてシュミンケ邸が完成し

た年にドイツにナチ政権が誕生することになる。

　ナチの取り締まりによって、ミース，グロピウスを始めヘーリングとシャロウン以外の主要な建築家は国外へ出ることを選択す

る。国外へ出るということは、ＣＩＡＭによる近代建築運動を推し進めていくということに他ならない。なぜならそれは今までの

国内での地位を捨て、世界的な建築思潮となりつつあったＣＩＡＭにおけるトップランナーとしての地位を獲得することを目指す

ことに他ならない。ヘーリングは既にコルビュジェとの対立の末にＣＩＡＭから脱退しており、国内に留まるより他なかったのは

明らかである。シャロウンは1927年のヴァイセンホフ・ジードルンクでインターナショナル・スタイルの建築家としての地位を確

立したわけだが、その後はインターナショナル・スタイルを推し進めていくというよりはむしろヘーリングの「機能主義」ともい

える合理主義とは対照的な形態・空間に近づいていっていた。ヘーリングのＣＩＡＭ脱退ほど決定的だったわけではないが、シャ

ロウンもヘーリングと同じく国外に出ても活動の場がないという判断を下したのであろう。国内に留まるという決断は、つまりＣ

ＩＡＭによる近代建築運動からの決別の決意でもあった。

　1933～1945年のナチ政権下の期間、シャロウンは公共施設のコンペへの参加が認められなかった。その為、民間の住宅・集合住

宅を実現しなかったものも含め、数多くのプロジェクトを手掛けている。この期間のプロジェクトは1920年代の作品に見られたフ

ローティング・スペースは影を潜め、個々の行為にそれぞれ空間を用意していくヘーリングの機能主義により一層近づいていく。

ブレスローのアパートメントやシュミンケ邸における複数の軸はより複雑なものとなり、主要な一つの軸を読み取るのは困難な平

面になっている。食堂の円卓やピアノといった自律的な形態をもった家具を包むような空間、曲線をもった階段等の動線空間、外

壁によって囲い込まれた外部空間が複数の軸によって、散在すると同時に関係付けられている。それは、様々な空間‐ヘーリング

のいう＜器官＞が連鎖して建築となっているのである。様々な形状の空間群が複数の異なる軸によって様々な方向へ向き、また様

々な接続の仕方をとる。そのような方法で組み上げられた建築には至るところにズレが生じ、その結果、残余が生じることになる

。円の空間と矩形の空間が接する際に生じる残余、異なる軸をもった矩形の空間同士が接する際に生じる残余、円弧と直線いう異

なるラインが接する際に生じる残余、このような建築の様々な箇所で生じる残余は、異なる空間の関係を創るうえで必然的に生じ

るものである。つまり、空間をつくる際に設計の対象となるのは、空間自体の形状と同時にその残余の形状である。そして、残余

を操作することが空間の関係性を操作することである。

　ナチが解体し、戦争が終わると、シャロウンは公共建築を手掛けることが出来るようになる。学校、図書館、劇場など様々な施

設の設計を手掛けるが、なかでも劇場の計画が数多い。劇場は矩形でない空間を要求されるビルディング・タイプであり、様々な

軸線によるシャロウンの設計手法は劇場という複雑な機能の要求を上手く解くことが出来た。劇場においてもズレによる残余は空

間に運動性と関係性をもたらしている。

　

はじめに

　現代建築が、モダニズムの延長として存在するならば、現代建築を再考するには、近代、またさらに

それ以前の建築について遡ったうえで、モダニズムを再考する必要がある。本論考／計画では、まずモ

ダニズムをル・コルビュジェを中心とした運動と捉え、ゴシック建築・ルネサンス建築との関係から概

観する。そうした検証と対照的に、バロック建築、そしてその延長としてのフーゴー・ヘーリングとハ

ンス・シャロウンをモダニズムのオルタナティブとして模索し、そのオルタナティブの展開としての建

築を提案したい。



エンデル邸

モル邸

THE STATUS QUO

THE STATUS QUO

THE STATUS QUO PLAN

PLAN

PLAN

バエンシュ邸

振れた軸Ｂを設定
２つの領をつなぐ楕円

軸Ｃ（動線）を設定

軸Ａと軸Ｃの可塑境界が軸Ｂに干渉 端の小空間との接合部の隅を丸める可塑境界で二つの空間を一体化

基本配置（軸Ａ）

振れた軸Ｂ（二方向への眺め）を設定 軸Ｂに沿った斜めの矩形が干渉

斜めの矩形（軸Ｃ-動線）が干渉 軸Ｂの直交軸を繋ぐ曲線と軸Ａの残余
外部空間をつくるカーブと内部空間の輪郭の二重の境界
内外の関係を調停する可塑境界

ピアノのカーブで空間を分化する可塑境界

基本配置（軸Ａ）

湖への軸と正方形
円（動線）の空間をつくる可塑境界

正方形の角のエントランスを設定
円弧Ａの一部分に囲まれた空間

円弧に対して平行な軸Ｂを設定 円Ａに対して直交する円弧Ｂを設定
振れた矩形同士を繋げる可塑境界

Ｂ軸の矩形を正方形に接するように配置

基本配置（軸Ａ）

　この邸宅は法律家のために建てられた．中心となる矩形を設定し，この主軸から振れた軸

を新たに引く．この軸に沿うように矩形を挿入し（ピアノ周辺），削り，あるいは足すこと

で空間に凹凸を持たせている．一方で，小さな矩形をその軸を振って中心矩形に内包させ，

新たな壁面を構成している（玄関，お手伝いの部屋等）．西側には楕円形の食卓があり，曲

線を描く開口部がピアノ近くの植栽のあるサンルームと結んでいる．この食卓と居間はカー

テンで楕円に沿って間仕切る．特に注目すべき点は，先程の操作によって，居間の空間は拡

張していき，高低差に段差をつけることで，家具が庭への視線を遮ることなく，居間と庭が

一体化し，連続している点である．ここでも，ピアノに沿わせたように壁が孤を描く部分が

ある．

　エンデル邸の主階平面は主に3つの長方形で構成されている．それらはエントランス部分，

キッチンを中心とした部分，リビング部分である．そこに楕円のダイニングや机を置いた正方

形の個室（少し角度が振られている）が挿入され，更には光を採り入れ，植栽を鑑賞できる小

さな穴（サンルーム）が穿たれている．

　玄関から主階へ上がるアプローチとキッチンを隔てる壁，サンルームの壁，ピアノの軸線に

ほぼ平行でこれに沿って孤を描く壁は先の主な長方形群の主軸とは平行ではない．

　これらの幾何学形態の集合と軸の振れ，壁の厚みの変化によって，空間はリズムある密度の

連続性を有している．つまり，一度凝縮された空間が次の移動によって開放され，また，凝縮

されるといった空間の疎密の変化である．これは高低差において僅かな段差を付けることで更

に巧みな空間構成を獲得していると言えよう．

　この邸宅は画家であるオスカー・モルのために設計された．不運にも第二次大戦で被災し，

基礎の壁と庭が残っているという．

　モル邸は主に三つの矩形から成り，二つの主軸は通りに平行に設定されている．しかし，こ

れに対して異なる矩形が主軸を湖畔に沿わせて，挿入されている．食卓はシャロウンが好み，

多用する孤を描く壁で囲い，二つの壁の交点においても孤に沿わせた様に，厚みを調整し，強

調している．湖畔に向いた庭側の壁面は円が内接するかの如く折れ曲がり，湖畔から導かれる

動線を囲い込む様に，ここに回転する空間を実現している．ここで生まれた植栽空間の軸が内

部にも移動し，食卓の円弧の心を貫く様に腰掛けと玄関を仕切る壁が配置されている．断面と

しては階段を利用して部屋に高低差を設け，視線に奥行きを与えている．

可塑境界／ハンス・シャロウンの平面分析　

バエンシュ邸

この住宅は基本となる１つの矩

形に対して３つの図形を付加す

ることで出来ている。まず、眺

めによる軸を設定し、矩形に対

してダイアゴナルな軸が空間に

運動をもたらしている。その軸

に対して矩形を配置し、さらに、

その軸からわずかに振れた矩形

を配置することで北東方向へラ

ッパ状に開く空間を生んでいる。

円の領域を矩形の外に出し、２

つの外へ飛び出た図形をカーブ

でつなぐことで、北東への軸に

回転する運動を加えている。ピ

アノのカーブにならった可塑境

界が空間を分けると同時に、外

周の円弧を受けている。

モレル邸

この住宅は、基本の矩形に対する

円を設定することで出来ている。

円は矩形に回転運動を与えると

同時に、矩形を円とずらすこと

で東の湖に対して開いた空間と、

西側の閉じた空間を作っている。

そして、矩形の中の円弧に対し

て平行な軸を設定し、回転の末

端にその軸を持つ小さな矩形を

２つ付加する。２つの小さな矩

形の接点に円弧で切り掛かれた

可塑境界を作ることで小さな矩

形と基本図形をつなげている。

エンデル邸

この住宅は２つの矩形によるＬ

字型の図形に対して楕円と変形

した四角形を付加することで出

来ている。階段室のダイアゴナ

ルな軸が矩形に対する主要な軸

で、その軸からわずかに振れた

軸を東の端に設定することで南

東への動きを生んでいる。その

角に、振れた小さな矩形を付加

し、その鋭角部の角をとるカー

ブを持った可塑境界を作ること

で、連続的な空間の中に複数の

領域を混在させている。
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Haus Endell

Haus Moll



モレル邸

1929 年ブレスラウ工作連盟展の宿舎

シャルフ邸

ケプケ邸

THE STATUS QUO
PLAN
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THE STATUS QUO PLAN

円弧をもった突起によって円状の空間が生まれる 突起部のつくるラインによる分割

もうひとつの矩形の隅に軸の振れた矩形を配置 外壁の凹面をつくる斜線の導入 外壁の線を直角に下ろすと同時に接する矩形の隅を丸めて連続させる可塑境界

振れた軸Ｂ，Ｃの矩形を配置し凹面の外壁（外部空間）をつくる 角で接する振れた矩形の隅を丸めて連続させる

突出するボリュームのラインが前庭を囲い込む

振れた軸Ｂ‐動線 を設定 Ｂ軸によって生まれた鋭角の隅部に
Ｂ軸に直交する線を持つ可塑境界をつくり囲われた空間を生む

三つの矩形で囲われた空間の隅部に円の接線となる線（軸Ｃ）をもつ
可塑境界をつくり前庭に回転する動線空間を生む

軸Ｃによって円の中心を貫き関係をつくる

基本の矩形から伸びるように振れた軸(Ｂ,Ｃ)をもつ矩形を配置 矩形の端に小さな矩形(軸Ｄ,Ｅ)を付加する

ライン間の残余 様々な軸がリンクして全体を繋げる

基本配置（軸Ａ）

基本配置（軸Ａ）

基本配置（軸Ａ）

基本配置（軸Ａ）

　モレル邸はほぼ，中心となる一つの正方形から成り立っている．その主軸については湖との

関係性が指摘できよう．玄関を入ると，寝室と居間を隔てる境界としての円弧壁が出現する．

寝室側から扉を開けて居間側に立ち入れば，その円弧に引きずられるように湖に目を向けさせ，

引き込む仕掛けとなっていると考えられる．前出の円弧壁の延長上にあるかの如く，新たな軸

線を設定し，台所や書斎から成る矩形と床が掘り込まれた食卓のある矩形を先の正方形から突

出させている．突出した二つの矩形の接合部は角が円弧によって抉られており，この曲線によ

って，居間と食卓が緩やかに結ばれている．

  これは実験的な宿舎で，新しい社会プログラムに合わせたものである．いかにして多忙な労

働者，或いは専門家の新たな都市社会が伝統的な家族構造の外で組織されるかについて多くの

議論があったとされる．

　シャロウンは中央にホールやレストランを配置し，両翼に飛び出す形で長い棟を単身者に当て，

短い棟を二人用に計画した．よって，ここでは3つの長方形が機能別に配置された．しかし，

両翼各々の軸が回転を与えたように振られている．その結果，接合点では三方向からの壁が集

中しているが，隅を丸めることで緩やかな連続性を生み出している．この様にして出来た空間

領域は，レストランを北側に置き，南は突出したボリュームによる囲い込みによって庭を形成

し，巧みに活用されている．

　シャルフ邸ではその主階平面について主に二つの矩形を読み取ることが出来る．そして，西

のリビングルームではピアノ付近で円によってくり抜かれた壁が切断され取り残された状態で，

直線的な壁から突出している．これにより，円によって包括される空間を想起させる．東の矩

形からは正方形の小部屋が軸を振られて突出している．壁の接合部では単純な二直線の接合と

はせず，更なる直線の追加や丸みの付帯によって，内と外で平行することのない境界を意図し

ている．東からはアプローチのために，斜線を引き込み，居間との境界を形成する．

　ケプケ邸はシャロウンの晩年作の中に位置づけられると共に，戦後の彼によるたった二軒の

家族住居の一軒でもある．

　この住宅は他の住宅作品と比較すると，より多数の軸が振れた矩形平面の集合として完成し

ている．具体的には西側は壁が平行に走る単純な形態であるが，東側は幾つかの矩形がその軸

を振られると同時に，壁も様々な角度に引かれることで，かなり入り組んだ複雑形状となる．

この様な配置により，これまでの住宅で指摘した囲い込まれた領域が発生し，また様々な軸の

接点で行き来を可能とすることで豊かな回遊性を目指していると考えられる．

　ここでは，これまで見られた曲線壁は消えているが，半屋外の植栽空間は彼の建築要素とし

て残っている．

ブレスロー・アパートメント 

３つの矩形の組み合わせで出来

ている。中央の矩形の軸は敷地

の対角線であり、その軸とそれ

ぞれ振れた軸をもつ両端の矩形

が東西にそれぞれ囲われた外部

空間を創り出している。矩形同

士の接点に角を取るような可塑

境界を作ることで、３つの矩形

を連続させると同時に、中央の

矩形に蛇行する運動を与えてい

ます。

モル邸

東へ下り、湖へと至る敷地に、

通りと平行な基本の矩形を置い

ている。階段室ボリュームをダ

イアゴナルな軸として設定し、

矩形に運動を与えると同時に東

西を連続させている。軸がズレ

て出来た鋭角の隅を丸める可塑

境界をつくることで囲われた食

堂を生んでいる。湖からアプロ

ーチし、半時計回りに回る動線

を建築で受けとめる為に、東側

の庭に面する部分に可塑境界を

つくる。これにより、建築は東

の外部空間を囲い込むような構

成となっています。

シャルフ邸

主要な１つの矩形と、それに接

するもう１つの矩形から出来て

いる。西側の壁面では、その一

部分に円弧で切り取られたよう

な形態を突起させ、円形の領域

を生んでいる。東の矩形の隅に

軸を振った小さな矩形を付加し、

それら３つの図形の接する部分

に２つの軸のズレを調停するよ

うな可塑境界をつくることで３

つの図形が接続されている。

また、西の矩形に振れた軸を導

入することで、南側の庭にゆる

やかに囲まれた空間を生んでい

ます。

ケプケ邸

ケプケ邸はシャロウンの晩

年の作品である。中心の基

本となる矩形に、様々に振

れた軸が絡み合っている。

一見すると煩雑にも見える

平面であるが、様々な軸が

リンクしながら全体が関係

性を持っている。南側の軸

同士の残余部分は可塑境界

となり、内外の関係を調停

している。

Haus Möller

Haus Breslau

Haus Scharf

Haus Köpke



可塑境界／方法論の試案　
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基本配置 斜めの矩形、中心がずれた円によって全体を繋げる 二つの空間の輪郭をもつ可塑境界

小空間が矩形の角に取り付く 矩形の接する部分に空間をつなぐ要素として可塑境界をつくる 補助的なライン

　作成した７つのダイグラムを合成することにより、一つの建築モデルを設計した。可塑境界がつくる領域（図形）を重ねあ

合わせる／可塑境界がつなぐ空間（図形）を他のダイアグラムに差し替える、等の操作によってダイアグラムを合成した。

　この建築モデルを設計することにより、バロック／ハンス・シャロウンから抽出した可塑境界という概念が新たな建築の方

法論として展開できる可能性を示した。
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